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The purpose of study is to clarify the problems related to modern rhythm dance classes and to 
propose new teaching strategies. First, we compared the previous research on teaching strategies and 
the contents shown in the course of study. We examined the classification and problems of the current 
teaching strategies. As a result, it was possible to classify the interpretation for the part of "freely 
dancing" into "Imitation / Combination type" "Imitation / Change type" "Mutual imitation type" 
"Combination type". As a part to improve based on the past study, there are some cases and studies 
not mentioning the historical background of HIPHOP, the meaning of step, the possibility of creation. 
In this paper, focusing on "freely dancing", "Origin of dancing" and "Name of movement" shown in 
the course of study, we propose a new teaching strategy to deepen HIPHOP learning. 
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なる 2012 年までの 24 年間の動向を整理した(表
１).整理方法としては,相馬(2011)の分類を参考
に「学習指導要領の改訂」「ダンス領域全体の理
論 」「授 業 実践 (小 学 校 )」「授業 実 践(中 学 校 )」
「授業実践(高等学校)」「その他(短大・大学・一
般等)」に分類し,改訂を契機とした変化を探るた
めに「共修後」5 年,「導入前」6 年,「導入後」5 年,
「必修前」5 年,「必修後」3 年とおよそ 5 年ごとに
分けて検討している. 
 
表 1 『女子体育』誌におけるリズムダンス・‟現代的なリズムのダンス”に関する 
記述件数（松尾ら，2013 をもとに筆者作成） 










































































































型 の運 動 学 習 」の論 争 を,３つに類 型 化 してい
る.2 つの先行研究で整理された‟現代的なリズム
のダンス”における指導内容を「自由度」という観
点から整理すると,以下に示す表 2 のようになる. 
 































































































で も 実 施 さ れ て お り , 「 複 合 型 」 で あ る 川 村






単位時間～13 単位時間と,一般的な 8 単位時間
より長い時間数が設けられている.また,創作ダン












































































































































































































































表4 ‟現代的なリズムのダンス”教授方略(望月ら, 2013をもとに筆者作成) 
 
 


















































































表 5 ‟現代的なリズムのダンス”新教授方略(筆者作成) 
 
表 6 「多様なテーマ」や「表したいイメージ」のヒントとなるステップ一例(ADHIP(2008)を参考に筆者作成) 
 
以上 3 つの変更点をふまえ,本研究における新






















































































































素 を抱 えていることが指 摘 されている (山 口 ら, 
2015, p.310).一例として「現代的なリズムのダンス






























































































































 Benesse(2012 年 7 月 5 日)ダンス必修化に中
学生の 7 割が「うれしい♪」と回答！ 
http://benesse.jp/blog/20120705/p4.html 



















年 の歩 み―,女 子 体 育 ,女 子 体 育 連 盟 ,56(8・
9),pp.82-87. 



































盟,43(2),pp.37-40.   
 宮本乙女(2014)現代的なリズムのダンスの楽し
い授業作り―生徒から引き出すオリジナルなダ

















































組 みについての研 究 ,SSFスポーツ政 策 研 究
3(1),pp.230-239. 
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